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本号が読者の皆様に届く頃は丁度2000年度がスタートした頃でしょう．「公衆衛生研究」も新しい

時代に向けて内容を更に充実させ，読者が待ち焦れるような雑誌にしていきたいと考えています．

21世紀の国際化時代に向けて本号の特集は「国際保健における人材養成」です．今後，国際保健の

センスをもった公衆衛生学専門家の養成の必要性がますます高まっていくと思われますが，その意味

でも本号の特集の成果が期待されます．

丹後俊郎　（編集委員長・附属図書館）
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